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ふるさとを愛する心

２月の主な行事

崎原小中学校 校長 鑪 謙治

今年も残りわずかとなりました。保護者の皆さん，集落の皆さん，
関係者の皆さんには令和５年も大変お世話になりました。ありがとう
ございました。来年もまた崎原小中学校の教育を支えていただけたら
と思います。

さて，炭焼きや自然観察などの崎原ならではの活動を行っていく中
で，ふと子どもたちはこの崎原をふるさとと感じているのかという疑
問が浮かびました。数名の子どもたちに尋ねると「もちろんです！」
「将来は崎原のために何かできたらと思います。」という声が返って
きました。また，一人一人を大切にする教育も根付いてきましたので，
「崎原に来て本当によかった。」と思う子たちがいるのも事実です。
さらに付け加えると，集落の行事に子どもたちが参加し，楽しんで
帰っていく様子を保護者の方々もとても喜ばれています。崎原という
土地だけでなく，人にも多くの子どもたちが救われていることに，心
から感謝申し上げます。

ところで，最近は作文の学校になりつつある崎原ですが，またもや
來海さんがいい文章を書いていましたので一部を紹介します。

卒業生台帳に書かれている家族の名前や集落の方々の名前を見て，
こんなふうに思うことができた來海さんは，まさに「シマの宝」です
ね。最後には「卒業生台帳に，このシマを大事に思う人たちの名前が
記され続ければいいなと思います。」という文章で締めくくられます。
集落の皆さんのおかげで子どもたちの「ふるさとを愛する心」が育っ
ています。

９日（金）崎原福祉交流会（中２）

１４日（水）中学校学年末テスト（～１６日）

２１日（水）授業参観・学級PTA

２２日（木）家庭教育学級・親子読書の日

12月15日に，今年も炭の取
り出しを行いました。今年もい
い炭ができたと喜んでいます。
子どもたちは，顔を真っ黒にし
ながらできた炭を仕分け。重さ
を量りながら５ｋｇの袋を作っ
ていきました。結果は，５ｋｇ
の袋３７袋。５００ｇの袋５３
袋できて，合計２１１．５ｋｇ
取れました。
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愛情と信頼に満ちた明るく活気のある学校 地域に支えられ子どもたちと保護者に愛される学校

～児童生徒会スローガン～

光
共に笑おう 共に進もう
個性で彩る３１の夢

ロ ー ド レ ー ス 大 会

今年もロードレース大会が
行われました。今年は，中学
生は練習時は，距離を自己選
択するといった取組も行いま
した。しかし，どの子も実際
走る３ｋｍを選択し，教師側
も嬉しい誤算でした。前日ま
で練習に取り組み，中には家
に帰ってから走りに行く子ど
もたちも。一人一人が大きく
成長したロードレース大会で
した。また，最後は全員で
ゴールする姿も伝統として継
承され嬉しかったです。多く
の方に応援いただき，ありが
とうございました。

受 賞 お め で と う

小学校では，今年も平城先生
に来ていただいて自然観察学習
を行いました。例年行っている
こともあり，奄美の動植物に関
するクイズは，ほぼ全問正解！
子どもたちの世界遺産に関する
興味もとても高いことが分かっ
た自然観察学習でした。

第21回福祉作文コンテスト 佳作（第2席） 6年 古田朔太郎
市読書感想文コンクール 特選 4年 古田 ほたる

特選 中2 保枝 志琉
特選 中3 畠 あい

地区読書感想文コンクール 特選 中2 保枝 志琉
特選 中3 畠 あい

市児童生徒作文コンクール 特選 3年 瀧田 來海
特選 中3 畠 あい

地区児童生徒作文コンクール 特選 3年 瀧田 來海
県児童生徒作文コンクール 特選 3年 瀧田 來海
※來海さんの「県児童生徒作文コンクール特選」は県で10人しか
入れない賞です。22日（金）９：25ごろからの終業式で本人が読
みますので，時間の都合がつかれる方は学校におこしください。

自然観察学習

1月の主な行事
４日（木）仕事始め

９日（火）始業式（午前授業）

１０日（水）実力テスト（中3，～11日）

１３日（土）ふるさと奉仕作業

１６日（火）鹿児島学習定着度調査（小5，中1・2，～17日）

１９日（金）新入生説明会・子育て講座

２６日（金）ふれあい給食

名人の話によると，若干火
を止めるのが早かったようで
すが，炭づくりについて調べ，
実際に体験した子どもたちは，
完成した炭に誇らしげだった
り，感動したりでした。地域
の皆さんに協力していただい
た結果，子どもたちの心はま
た大きく成長しました。

家に帰ってすぐに、お父さんに「そつぎょう台ちょう」の話
をしました。お父さんも、わたしといっしょで、ずっと一人の
学年だったこと、さみしい気持ちもあったけど、学校のお兄さ
んやお姉さん、下の学年の子たちと楽しくすごしたこと、シマ
のみんなに家族のようにかわいがられて大きくなったことをう
れしそうに話してくれました。
「來海なんかが、お父さんたちがすごした学校で楽しそうにし
ているのがうれしいよ。」
と言われ、ちょっとはずかしくなりました。
「來海たちは、シマの宝だからね。」
と、横からお母さんが言いました。その言葉を聞いて、わたし
たち兄弟の登下校中に、「おかえり」「いってらっしゃい」と
声をかけてくれるみんなの顔が思いうかびました。わたしたち
の運動会や学習発表会にも、シマのみんなが来てくれて、おう
えんしてくれたり、がんばったねとほめてくれたりします。わ
たしは、ここでみんなに大事にされているんだ。そう思うと、
心がほかほかとあたたかくなってきました。きっと、お父さん
もおじいちゃんも、こんな気持ちだったにちがいない、そう思
いました。

また，今年は，例
年以上の保護者の皆
さんのご協力もあり
ました。重ねてお礼
申し上げます。今回
できた炭を使って，
みんなでBBQがで
きる日が楽しみです。

年末に入ります。慌
ただしい日が続きま
すが，お体には十分
気をつけられてくだ
さい！


